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（５） 北海道医療大学サテライトキャンパス訪問調査

2001年11月14日 12：30～14：00

北海道医療大学教育研究振興課長 上田 理子氏

訪問者 相川・姉崎・上田（敦）・佐藤・白取・孫・

谷・布上・平島・光本

サテライトキャンパス設立の経緯

上田 まず最初に、サテライトの事業についてというこ

とで質問をされていますが、ここの部分で、まず確

認したかったのが“サテライト事業”という言い方な

んですけども、「サテライトを開設している」というこ

とを“サテライト事業”というふうに定義されてます

か？

光本 ええ。まあ、あまり厳密に考えてませんが…。

上田 医療大学の場合はまず“サテライト事業”という

考え方ではなくて、“サテライトキャンパス”という施

設がある、それから“生涯学習事業”という生涯学

習のこともやっている、と別のもので考えていま

す。ですから、これからお話する内容が若干重な

るところもあるんですけども、離れているところもあ

ります。

それで、まず最初にサテライトキャンパスがなぜ

できたかっていうところからお話していきますと、ま

ず、大学改革がいろいろ言われていますけれど

も、医療大学の中で、医療大学では、国が大学改

革というふうに言われはじめた頃から、そのもうち

ょっと前からなんですけども、「 21 委員会」というも

のをつくって、大学がどうあるべきかっていうことを

いろいろと考えてきました。

その後、「 2 0 0 8 行動計画委員会」というのを
ニマルマルハチ

つくりまして、 1998 年の段階でつくりまして、 10

年間の見通しを立てていきましょうということになり

ました。この中でいろいろつくったものの中に、もと

もと当別町に医療大学がありますので、どうやった

ら遠い大学でない、「札幌と大変近い大学」である

という印象づけができるか、という部分の議論が昔

からあって、その部分を解決するために、サテライ

トっていうものをつくりたいっていう話が出てきま

す。

それで、そのときいろんな企画を立てているん

ですが、まず、ここのところは大学の理念を考え直

すということ、財政基盤に関わること、大学の将来

構想に関わる事項でのいろいろな考え。この中に

総合研究所の設立だとか、大講座制へ変えてい

こうとか、それから医療機関の活性化―学部に

よっては附属の病院がありますので、それの活性

化。そして、研究センターの創設だとか、学生の

部室、実習関係、それから少人数講義室の増設

であるとか、サテライトキャンパスの設置計画、マ

ルチメディアの活用であるとか、 ID カードの使用

ということがここに出てきています。そして、それ以

外に学長判断に基づき進められるものとして、基

礎教育部の廃止であるとか、それからセメスター

制の導入、 FD 、それから内部組織の改編などと

いうようなことが出てきています。

これらを審議して、まず、サテライトキャンパスを

やりたいという話になりました。

その前に、医療大学にある学部の説明をさせて

ください。

学部からの要望

上田 まず薬学部があります。それから歯学部があり

ます。それから看護福祉学部がございます。看護

福祉学部の中には、看護学科―看護婦になる

勉強をするところ―と、医療福祉学科。医療福

祉学科の中に 2 専攻ありまして、医療福祉専攻

―こちらは、社会福祉士。 PSW （ Psychiatric

Social Worker ）、精神保健福祉士の勉強をしま

す。それから臨床心理専攻―で、臨床心理専

攻につきましては、臨床心理士になるための勉強

であったり、カウンセラーの勉強をします。で、特

に看護の関係につきましては、実習が必ず必要

です。医療大学の附属病院だけでは、事例の

数、それから、分野が足りないので、札幌市内の

病院で実習をしています。それが 3 年から 4 年次

のほぼ 6 カ月くらいかかって、各学生たちがグル

ープごとに分かれて行っている状態です。その実

（５）北海道医療大学
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習というのもただ送り込んで終わりではなくて、行

っている最中に必ず先生方が実習先に行って実

習状況を確認し、何が課題であって、何を解決し

ないとその学生たちの臨床経験になっていかない

のかっていう部分を検討しながら動きます。

ですから、特に看護の先生方は、当別から札幌

まで動いてくる。そうすると、大学との連携がとれ

ない部分、本人の研究が中断してしまう部分、そ

れから学生たちもバラバラに行ってはいるんです

けども、 1 週間に 1 回必ずまとまって皆でカンファ

レンスを受けるというふうなカリキュラムになってい

ますので、そのためにまた当別に戻ってこなくちゃ

いけない、ということがありました。そこでまず、札

幌市内で拠点が欲しいというのが、看護から出て

きた声になります。

生涯学習事業とサテライト・キャンパス

上田 それから、もう一つが生涯学習事業を平成 2 年

から一般向けにやっているんですけれども―卒

業生向けは昭和 61 年からやっています―で、

こちらにつきましても、今までずっと貸し館でやっ

ておりましたので、空いているところの場所を借り

て、そして移っていた。それが、いつも同じ場所で

できないだろうか、いつも同じような環境でできな

いだろうか―つまり機材がない場所もあります。

そうしますと、こちらが持っていかなければならな

い。もしくは、こちらが持っていきたくても教育の方

で使っていて使えないときもあります。そういうこと

を解決するために、どこか固定的な場所を使いた

いというのがあって、生涯学習の方からも場所が

欲しいという話がありました。もちろん、生涯学習

の場合、当別町内、当別の本部でやるというのも

一つだったんですけれども、当別は、まず皆さん

「すごく遠い」と。札幌市内の方にとっては、“はる

か彼方”というような印象があるようで、必ず「遠い」

というお答えがアンケートの中に入っていました。

それから大学の同系列の専門学校があいの里、

北区にあるんですけれども、こちらで開催しても

「札幌市内でやってほしい」というのがアンケート

の答えに出てくるんですね。北区のあいの里なん

ですけれども、札幌駅から 30 分ほど JR に乗る。

それはもうやっぱり札幌市内にあるというふうに見

ていただけない。そういう状況にありましたので、

それも考えると、やっぱり札幌市中心部に欲しい

ということがあります。

2008行動計画委員会の議論

上田 サテライトキャンパスをじゃあつくろう、という話

になったとき、まず 2008 行動計画委員会―私

ども「マルハチ」と言っていたのですが― 08 の

中で議論しました。

どういう方向で進むかということについては、講

義ができること、カンファレンスができること。それ

を前提として、そして今までやったことのないこと

をやるので、できるだけ小規模から始めてやって

みてはどうでしょうか、というところが 08 の報告事

項にあったところです。それからしばらくの間、 1

年ほどの間は、これが話題になりませんでした。と

いいますのは、財政的なものとかを考えますと、そ

のときの試案でいくと、年額 1000 万かかるってい

うことだったんですね。それだけの価値があるかど

うか、医療大学として今すべきことは別にあるんじ

ゃないかという議論がありました。その中で、やは

り必要だという声がまた 1 年後くらいにあがってき

まして、そして今度は、それをやるという前提でワ

ーキングループをつくって検討してきました。そこ

の中で出てきたサテライトキャンパスの考え方がこ

この図になるんです（次頁図参照）。

まず、こちらにサテライトキャンパス。で、サテラ

イトキャンパスの考え方として、教育と研究をまず

支援する。それから社会との連携―せっかく札

幌市内に打ち出すんですから、社会との連携を

持たせる、と。それから生涯学習事業をやるという

こと。そして、せっかくやっぱり札幌市内にいるん

ですから、広報機能を持たせようという考え方にな

りました。

第２章 資料編

２－１ 大学調査のヒアリング記録
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（５）北海道医療大学

教育に関しては学部学生の教育を充実しよう

―これが、実習関係のカンファレンスで学生た

ちの負担を減らすという部分になります。それから

社会人大学院生―この段階で社会人大学院

生はまだ少数ですが、入ってはきてはいましたけ

れども、仕事をやめて来ている方が大変多かった

です。もしくは土曜日だけ講義を聴くという形。あ

と、あいの里の札幌医療福祉専門学校でやって

いる昼夜開講制の講義に出てくるという形で出て

きていましたので、この学生たちにも何か支援が

できるといいなということがありました。これをするこ

とによって教育の質の向上が見込まれるのではな

いかと。

それから研究については、先ほど言った、先生

方の実習の中の論文作成とか、あと、この起案の

中で出てきたんですが、たとえば福祉の関係です

と、札幌市内にいるセルフヘルプのグループであ

ったり、障害者のグループであったり、そういうこと

をやってらっしゃる施設の方々との研究会・連絡

会などがある。それのためにもぜひ使えるような場

所が欲しい。それがひいては研究のレベルアップ

につながっていくという発想になります。

もちろん現場の方々、臨床の方々との共同研

究があったり、ちょっと大きくなりますけれども、学

会―大規模な学会ではなくて 100 人程度の学

会でしたらこちらでできますので、そういうことを考

えたものも含めてつくれないかという話が出てきま

した。そうすることによって、先ほど言いました研究

のレベルアップ。それから、研究成果を逆に社会

に還元していくことができるんじゃないかっていう

発想が出てきたわけです。

それから社会との連携の部分では、同窓会・後

援会との連携があります。同窓会につきましては、

すべての学部が同窓会―ようやく昨年度立ち

上げたところもあるんですけれども、薬学部と歯学

部は当初からきちんとしたものを持っていました
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２－１ 大学調査のヒアリング記録

―その人たちが研修のために使いたい、あるい

は打ち合わせをしたい。札幌市内で働いている

方、もしくは道外から札幌に来て一緒に合流する

方がいますので、そういう方たちの打合せ場所と

しても使いたい。それから関連団体としまして、た

とえば日本看護協会がやっている研修をお手伝

いするだとか、あと、あとで話に出そうと思っている

んですが、日本薬剤師研修センターというような

専門職の団体、継続教育のための団体がありま

すが、そこと連携していくための何か方策がとれな

いだろうか、そうすることによって私ども自身の専

門職とのネットワーク、卒業生とのネットワークが強

化できるのではないかというふうに考えました。

それから生涯学習事業―これは後ほどもうち

ょっと詳しく説明しますが、それをやっていく必要

があるだろうと。

そして広報においては、よく入試時期になると、

間際になってから、「願書がないんですが、すぐ

手に入りませんか？」というお電話を頂いていた

んですが、それは「当別まで来てください」と言う

と、その方にとっても大変負担になります。それで

も苫小牧からいらしたり、京都から来たりっていう

のも過去にはありましたけれども、それがすべて札

幌にあれば、もう少しアクセスがいいのではない

か。あと質問したいと思ったときに、ここに来て、何

か聞いて、答えることができれば、学生さんにとっ

てももうちょっと身近な大学になるのではないかと

いうことを考えています。

それを全部統合することによって、大学の社会

的評価が上がっていくだろうと。ひいては、これか

らの大学の淘汰の時代の中で存続の必須条件と

しての、社会人学生だとか、学部学生だとか、一

般の方たちの受講であるとか、大学が必要とされ

る状況になってくるのではないか、という考え方で

なっています。で、このワーキングループの中で

はどんなことができるかということを考えました。

姉崎 “ NICE ”って何ですか？

上田 生涯学習事業なんですが、生涯学習事業を省

略して「ナイス」、“ NICE 事業”というふうに、医療

大学の中での固有名詞で使っております。

姉崎 なんか略称…。

上田 はい、これあとで説明させてください。で、これ

をやっていくにあたりまして、だいたいどれくらい

年間コマ数使うだろうかっていうことを考えました。

だいたい稼働率 40 ％くらいで動けるんじゃない

かというふうに考えておりました。そのときに考えて

いた段階で、今つくったものの基本になりますけ

れども、 50 名程度の入る講義室が 2 部屋、ミー

ティングのできる 20 名程度の部屋が 1 部屋、先

生方の拠点となる研究調査室が 1 部屋、それか

ら事務などの部屋のスペースという考え方でした。

このときは経費だいたい年間 1000 万ということ

で考えておりましたが、必ず赤字になってしまうだ

ろうということも含めて提言しております。ただ、広

報費として考えた場合に、有形無形の形があるの

で、その部分は算定できないということも付け加え

ています。で、これがサテライトキャンパスができる

ところまでの話なんですが、このあと実際につくる

ための委員会を立ち上げまして、場所の選定、そ

れから金額の選定等をしました。

場所の選定につきましては、ちょうどその頃 49

カ所くらいリストアップをしまして、そのうちの上位

10 カ所を見て歩いています。で、選んだ大きな理

由としては、まず、札幌駅から北口は１丁ぐらい、

南は大通まで。で、東西につきましては、西２丁か

ら西６丁目の間という考え方でやっています。それ

は、雪のときでもまあ皆さん来やすいだろうという

前提、それから札幌駅と地下鉄両方とものアクセ

スが悪くないところという考え方です。そして、実

はここのビルよりももっと安いところもあったんです

けれども、他に入っているテナントさんの印象も考

えながら選んでいます。

他大学の事例

上田 次に、そのときに参考にしたところっていうのが

―ちょっと質問事項に入っていたんですけれど

も、札幌国際大学さんが 98 年につくったというの

はその時点では把握していませんでした。エクス

テンションセンターがあるというのは知っていたん

ですが、札幌中心部というふうに理解していませ

んでしたので―小樽商科大学さんを見に行っ

ています。それから札幌学院大学さんを見に行っ

ています。で、それ以外にですね、後ほどお渡し
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（５）北海道医療大学

する資料の中にも入っていますが、全国のエクス

テンションセンター、サテライトを持っている大学

に対してアンケートを取りまして、ダンボール箱 2

つほどの資料になっておりますけども、それを 1

冊にまとめて、さらなる検討資料として使っていま

す。で、これがサテライトキャンパスができた経緯

なんですけれども、ここまでのところで何かご質問

ありますか？よろしいでしょうか。

ＮＩＣＥ事業

上田 次に、生涯学習のお話になります。先ほど先生

から質問があったように、私どもでは“ NICE 事業

”という言い方をしております。“ NICE ”というのは

もともとですね、 Northern Institute of Continuing

Education ということで、“北方にある継続教育”と

いう形で始めました。それが平成 2 年の段階で

す。で、今回これをやるにあたって、サテライトを

やる直前なんですけれども、 NICE という事業を

そのまま継承するか、もしくはなくして新しいものを

つくるかという話が出ていたんですが、ちょうど国

際交流と生涯学習を一緒に考えようという発想に

大学全体がなってきたものですから、“ NICE ”と

いう定着した言葉はそのままにしておいて、その

意味合いを変えましょうというふうになりました。

で 、 今 は National and Internat ional

Collaborative Extension ということで“ NICE ”にな

っております。で、当初はサテライトキャンパスも“

NICE センター”という形の位置づけをしようという

ことになったんですけれども、フタを開けるとという

か、生涯学習だけの使い道ではないというお話が

随分出てきたので、“北海道医療大学サテライトキ

ャンパス”という命名になりました。ただやっぱり使

用頻度というのは、生涯学習が一番多いかと思わ

れます。

生涯学習なんですが、一番最初に始まったの

が 1986 年に、これは卒業生対象のもので始まっ

ています。で、薬学部、歯学部の卒業生対象のセ

ミナーがあって、そして 1989 年、文部省の方でも

生涯学習を言い出した頃に、一般を対象としたも

のを始めています（グラフ参照）。まずここで 1 回

グラフが上がっていますけども、これは地方の会

場を使い始めた頃に。最初は札幌市内だけでし
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たが、そのあと、支部でもやってほしいという話が

あって、道内何カ所かですけれども支部で開講を

しています。それから 1989 年、この段階で一般向

けを少し始めました。それから徐々に徐々に回数

を増やし、場所を増やしという状況で人が増えて

います。で、 1 回ここで減っていますけれども、こ

の部分につきましては、いろいろと飽きられてきた

のかなっていう反省事項もこちらもありました。で、

また内容変えて次の年、ちょっと盛り上げたという

ところあるんですが、それからまた集客がなかなか

難しい状況です。 2001 年度、現段階で、 4300

人の方がもうすでに来てらっしゃいますけども、講

座数が棒グラフになっています。こちら見ていた

だければ分かるように、講座数を増やして人が来

ているという状況なので、一つの講座に関してい

らっしゃっている数は随分減っているというのが現

状です。

生涯学習の考え方なんですが、まず卒業生対

象のものがあります。で、学部が先ほど申し上げま

したように薬学部、それから歯学部、看護、福祉、

心理、それから専門学校もありますので、専門学

校の衛生士専門学校、看護の専門学校、介護福

祉士の専門学校と言語聴覚士の専門学校という

形で企画を立てています。で、今年からはそれだ

けではなくて、ということで人事・労務部門の担当

者向けのリフレッシュスクールをつくっております。

人事・労務部門というのをちょっと説明いたします

と、医療大学に心理の部分と、それから看護の部

分―まあ医療関係の教員がいますが、この中

で特に心療内科を担当している教員のところに外

部からの講師依頼が大変多くあります。理由とし

てストレスの問題、それから産業看護というんでし

ょうか、勤労している方々の精神衛生の部分、そ

れを人事・労務の部分で担当しているんですけれ

ども、それについての情報提供が少ないということ

があったので、その声を受けてつくったものです。

こちらは一般向けになります。国際健康フォー

ラムという考え方で、海外の方をお招きして、健康

問題をやろうという。それから学園都市線セミナ

ー。これはそもそもがですね、医療大のある石狩

当別が学園都市線という沿線上にあります。で、

当初札幌にまだそれほど出ていっていない頃は、

その沿線上のあいの里、それからもっと先の方で

いきますと月形、浦臼といったところで公開講座を

していました。そのときに付けたネーミングなんで

すが、まあ札幌市内も学園都市線の延長にあると

いうことで、そのままにしました。

それから今年度から始まっているのが、エルダ

ースクールになります。エルダースクールというの

は、受講者の人がたいてい高齢者であるというの

があるんですけれども、健康な高齢者を対象にし

よう、と。高齢者高齢者と言ったときに寝たきりの

高齢者とか、動けない高齢者がどうしても話題に

なるんですけれども、実際蓋を開けると 8 割近く

の方々が健康な高齢者という状況です。ですか

ら、この方たちの次の人生を歩んでいただくため

に、どんなことが私たちから提供できるかっていう

ことを考えています。

それからその他の事項で、今年は特になんで

すけれども、サテライトキャンパスを開講したことも

ありまして、高校生向けの特別講義と、それからサ

テライト完成の特別記念の講演をしております。

受講料の考え方

姉崎 右についている数字は何ですか。

上田 こちらはですね、参加料に関する質問もあった

ので受講料を記載しておきました。で、基本的に

は卒業生向けのものは１コマあたり 3000 円。で、

シリーズものについてのみお金をいただいており

ます。で、一般向けにつきましては、１コマあたり

500 円。ただし、形によっては 8 回のシリーズに来

ていただくことが難しいこともありますので、単発で

いらっしゃる方は 700 円。シリーズの方は 500 円

×そのシリーズの回数っていう考え方です。です

から、たとえばエルダースクールの一番最初のも

のが 8 回ありましたので、 4000 円です。１回 500

円ですから。で、単発でいらっしゃった方からは

700 円を頂くという形で行っています。

今お金の質問が出たので、学園都市線セミナ

ー、エルダースクールについては、基本的にはシ

リーズものは有料化にしようという発想で昨年度か

ら動いています。一つには有料化することによっ

て、受講者の方の受講動機になるという考え方。
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それからもう一つには、企画をする先生方に「お

金を頂くんだからそれだけの内容を提供してくだ

さい」というこちらからのプレッシャーがかかる。そ

してもう一つは、大学が広報として今まで提供して

いたけれどもそれでいいんだろうか、受益者負担

という考え方を持っていてもいいのではないかと

いう分と、大学の財政がなかなか厳しくなってくる

中で、少しでも補填できるものがあればそれはい

いのではないかという、いろんな面からの発想から

です。

有料化にしていないものが下の方にあるんです

が、まず一つがこちらの地域連携セミナー。地域

連携セミナーというのは、基本的に行政であると

か、地方自治体であるとか、それから病院であると

かと連携をしていくという考え方です。連携をして

いるということは、うちだけの主催ではないというこ

となので、他との兼ね合いもあって有料化にして

いない。地方公共団体がやっているものについて

は無料が原則であるということも多いので、それも

考えています。で、ここに現段階であるのは、札幌

厚生病院さん、それから江別市さん、それから当

別町さんなんですが、これ以外にも千歳市さんで

あるとか、砂川市さんという形のものもあります。う

ちが主体的に関わっているものは、地域連携セミ

ナーとして位置づけ、そうでなくて向こうが主体的

に関わって、うちが講師派遣であるとかっていう形

になっているのは共催という扱いにしています。

学校開放講座

上田 最後に学校開放講座なんですが、文字どおり

学校を開放している講座になりますので、サテライ

トキャンパスでやることはちょっと難しいものになり

ます。薬学部に附属の薬草園がございますので、

それを見る会、それをこっちに持ってくることがで

きないので、来ていただく。それからスポーツ医学

セミナー、それから学術文化セミナーにつきまして

は、学生の体育局、あるいは文化局の学生に聞

いてもらいたいという発想で始めたものなので、そ

れを「どうぞ公開しますから聞いてください」という

形にしております。それからここに書いてあります

総合科目ⅠとⅡにつきましては、もともとは看護福

祉学部の 1 年生の選択必修の講義になっており

ます。これを一般に開放して、無料で―聴講生

という形ではなくて―公開講義という形で提供

しています。

今年につきましては―今までだいたい先ほど

も表にありましたけれども、 100 程度までだったん

ですが―今年につきましては破格に多く 203

講座、企画してございます。受講者数は今、さっき

申しましたようにだいたい 4000 人程度で推移して

いますけれども、今年についてはもう少し期待は

していますが、人数から考えて 5000 人いくかな、

っていう状況かと思います。

受講者の特徴

上田 それから、質問事項にありました受講者の特徴

の部分ですが、卒業生向けにつきましては、やっ

ぱり「今、困っている」という方が大変多いので、若

い方が多いです。で、ただ一般向けのものになり

ますと、圧倒的に高齢者、 50 代後半からの方が

多く、男性ですと引退された方というのが多いで

す。ただですね、今年度につきましては、サテライ

トが 9 月以降できたこともありまして、夜の時間帯

に心理関係のものを一つ企画しています。それは

若干年齢層が若くなっています。勤め帰りの方で

心の問題に関心のある方が来ているという状況だ

と思います。

受講料は、先ほど申しましたとおり、基本的には

頂く方針ではいきたいが、いろんな諸条件により

頂けないものも多くあります。シリーズものは頂くよ

うにしていきたいと考えていますけれども、来年度

はやはり広報の部分を考えると、無料のものをもう

少し増やした方がよいのではないかというふうに

上の方からも指示が出ています。

組織・体制

上田 それから組織、それから職員の体制なんです

けれども、これにつきましては先ほど言った NICE

センターの、 NICE センターを統括している NICE

委員会というのがあります。教員が 15 名、事務職

員が 2 名―私と私のところの部長と入っている
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という状況です。で、そこが基本的には生涯学習

に関する企画と運営に携わっております。そして、

先ほどのサテライトの話とちょっと前後してしまいま

すけれども、サテライトにいる職員につきましては

常駐者 1 名。ただ、彼女は正職員ではなくて、契

約の職員です。もうひと方、週 1 回来てくださって

いる方はアルバイトで、 50 代の女性の方にお願

いをしています。

生涯学習事業の理念

上田 以上の中で、医療大学の生涯学習らしさという

部分につきましては、まずキーワードとして、教育

理念の中にありますが、“保健・医療・福祉の連携

・統合”、これをキーワードにしています。常にその

部分については、視点を持っていたいと思ってい

ます。それから企画をするときに必ず視野に入れ

ているのが、うちの大学らしい企画であるかどう

か。サテライトキャンパスをオープンするときにも議

論にはなったんですが、会場を埋める―使用

率を上げるためには、たとえば英語の講座。それ

から、札幌学院さんがやってらっしゃいますけど、

パソコンの講座。これをすると埋まることは分かっ

ているんですが、それがうちの大学らしさとつなが

るんだろうか、他のカルチャーセンターとどう違う

んだろうか、っていう議論は随分しました。その結

果、サテライトキャンパスではパソコンの講座はし

ない。ただ、英語については今、教員の中から、

たとえば看護職の英語であるとか、高齢者が新し

く英語学校に通うのは難しいけれど、エルダース

クールの範疇での英語学校っていうか英語の教

室だったらどうだろう、というような案が出ています

ので、この部分については医療大学らしさというの

を模索しながら企画していくことになると思いま

す。

現状と見えてきたもの

上田 今、生涯学習事業がいろいろあった中で、サテ

ライトキャンパスで行われているものなんですが、

9 月以降の開講になっています。卒業生向けに

ついてはシリーズにして 3 シリーズ、 10 講座を企

画しています。それから一般向けについては、 50

講座。それから、特別なものとして、起ち上げたと

きの特別企画にあったものが 15 コマあります。と

いう形ですので、 9 月から 3 月までの間ですけれ

ども、合計 75 講座、生涯学習についてはここで

やる予定です。 203 のうちの 75 というふうに考え

ていただければと思います。あと、ここの中で話題

に出てきている、研究・教育とサテライト事業との

関連、それから大学の事業の部分についてなん

ですが、大学の教育と研究…先ほども言いました

ように薬学部、歯学部、看護福祉学部の中の福

祉と心理というふうにありますので、それと必ず結

び付けていきたいと思っています。

それで、 9 月からオープンした中で、こちらが意

外だったことというのは、研修会などで使われるこ

とが多いのではないかという予測を私どもしてまし

た。ところが一番多い形が、先ほどの会議室を使

って、小規模の研修会であるとか、施設との打ち

合わせであるとか、それからたとえば児童虐待の

研究家グループたちの打ち合わせであるとか…

そういう形の大勢の人数ではなくて、今までだった

ら喫茶店やファミリーレストランを使っていたものと

いうのが、ここを使ってやれると、大変好評を得て

おります。そういう意味では、そういうことによって

―基本的にはここを貸し出すにあたっては、本

学の教職員、同窓会員、それから後援会員でな

いと借りられないということになってますので―

今の現段階では教職員が大変多く借りているとい

うところなんですが、教員の研究に多分お手伝い

が出来ているのではないかと思います。それから

教育につきましては、先ほど大学院のガイダンス

というか、指導の部分の話をしましたけれども、大

学院の指導でも使っています。

ちょっと意外な形の使われ方だったのが、ある

福祉の先生が NPO 団体に関わっている。で、そ

の NPO 団体にうちの学生に関わらせて、臨床的

な福祉の現場をやらせるってことをやっているん

ですが、その NPO 団体が使うっていう形で、その

先生が入り、学生が入り、 NPO 団体の打ち合わ

せをここでするという使われ方もしております。

大学の事業の全体の中でっていうことでは、生

涯学習の使い方が一番多いんですけれども、そ
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れ以外に非常勤講師の方の特別講義をこちらで

行う、というような形が出ています。

課題と将来構想

上田 課題とか将来構想につきましては、まず課題に

ついてですが、 9 月にオープンしたばかりなの

で、課題はまだ山積みです。どういうふうに貸し出

していくのが一番いいのかっていうのがあります

し、貸し出しの方法も今のやり方が適当かどうかっ

ていうのは、事例を集めてからでないとできない状

況ですし。あと、 PR の方法についても、今は本部

の方に電話をかけて空き状況を確認するようにと

いうふうにしているんですが、ホームページをアッ

プしてかなければならないということで今動いてい

るところです。

それからあと、こちらを無料のままずっと貸し出

していいのだろうかっていう議論は当初からありま

す。最初の初年度については、もう PR の期間で

あるということで、上の上層部の方にも OK をいた

だいて、無料で貸し出しをしています。ただ、来年

度以降につきましては、有料化をするということを

考えていますので、その方向をどういうふうにする

のが適当なのか。札幌市内でいえば、“かでる 2 ・

7 ”とか、無料ではないですけども、大変リーズナ

ブルなところで提供しているところがあるので、そ

れとどのようにバッティングしないで、なおかつそ

れなりの効果のある貸し出し方をできるかどうか。

あと、日曜日については今、職員が配置されてい

ません。でも、借りたいという方には貸すということ

になっておりますので、そのときの部分の料金設

定も、特に力を入れて考えなくちゃいけないところ

かな、というふうに考えています。

あと将来構想としては、生涯学習を基本的には

全部ここでできるようになればいいなというふうに

思っています。ただ、 Max が 100 名ぐらいの机付

きの椅子なので、それ以上の大きいものになると、

やはり大きな会場が必要になります。

それから、先ほど社会人の大学院生の話題が

出ていたんですけれども、社会人の大学院生の

ための講義を、ここで企画をする。で、確か札幌

国際大学さんがやっていると思ったんですが、サ

テライトで開講される講義があって、それに科目

等履修生などが来る。もしくは、そこで一つのコー

スができるということが、将来的にできればと思っ

ております。で、これの特にモデルケースとなって

いるのが、東京の薬科大学で、明治薬科さんだっ

たと思うんですが、科目等履修だけの社会人向け

のプログラムを年間 20 ほど掲げてらっしゃいま

す。そういうような形のものが将来的にできれば、

というふうに考えております。

あと、連携の部分で言いますと、どのように他の

ところと連携していくか。これが、交渉事でもあり、

あと相手のあることでもありますので、なかなか難

しいところなんですけれども、今、一つ提案が出て

きているのが、日本薬剤師研修センターという薬

剤師の継続教育を統括している財団があります。

こちらが札幌では今まで講義を開講していなかっ

たもの、それをここでできないかという提案が来て

います。そういう形で、貸し館のような形での提供

ができていけばと思っております。

医療大学の研究・教育、経営の課題

上田 医療大学の研究・教育、経営の課題について

に入りますが、経営につきましては、現段階では、

厳しくはなっておりますけれども、苦しい状況まで

はなっていないですね。一つには学生募集の問

題があるかと思うんですが、今よく言われているの

が、資格志向の学生が増えているということです。

医療大学の場合ですと、志願者の合計が 2001

年度の場合で申し上げますと、薬学部の場合、前

年対比が 106.5 ％。歯学部が若干減って 91.1

％。看護福祉学部の看護につきましては 111.9

％。福祉については、これはちょっと大幅ダウンな

んですが 77.2 ％。心理につきましては 94.9 ％と

いう状況で、 2 割ずつ減っていっていると言われ

ている一般の平均よりは比較的いい状況である、

と。自然減の状況ではないかというとらえ方をして

おります。

福祉につきましては、北星さんであるとか、浅井

学園さんなどであるとか、いろいろなところで福祉

の部分が増えてきたということと、もともとのパイが

少ないのと、介護福祉士と社会福祉士の違いがま
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だ周知徹底されていないということが大きな理由と

して考えられております。今ので関連して申し上

げますと、倍率もですね、だいたい薬学部で 8

倍、歯学部で 3 倍、看護福祉学部で 3 倍。福祉

が 1.6 倍でちょっと低めですけど、心理も 3 倍くら

い人が来ておりますので、まだ学生募集の課題と

いうほど大きくはなっていません。ただ、大学とし

てこれからどういうふうになっていくか、先行きがや

はり不透明な状況、そして医療大学として存続さ

せるためにはどういうふうにすることが必要かという

のは、特に経営陣ですけれども、大変危機感を持

っています。そして、 08 行動計画委員会であった

り、さまざまなものを起ち上げているというところに

なっています。

あと強いて課題といえば、社会人の取り込みを

どうするか。それから大学院をどれだけ活性化し

ていくかということが課題になっていくと思います。

医療系の大学なので、臨床が中心ではあります

し、たとえば看護福祉学研究科も臨床の専門家を

養成するという専門看護師の資格が取れることに

認定されておりますけれども、同時にやはり研究

機関であるという部分を医療大学としては手放し

たくない。ですから、博士課程もすべての学部で

持っておりますし、それは今後継続して拡大して

いきたいという発想を持っております。

あと、課題になるのかどうか分かりませんけれど

も、心理が大変今注目を浴びているという部分、

それから言語聴覚という部分が国家資格になった

ことと、それから札幌医療福祉専門学校。専門学

校なので、これが将来的にはそのままでいいんだ

ろうか、という議論が 08 行動計画の委員会の中

に出ておりまして、その部分を解決するため、新

たな展開をする予定になっております。それが

2002 年 4 月から心理科学部というものを起ち上

げまして、臨床心理学科、それから言語聴覚療法

学科というものを起ち上げます。で、札幌医療福

祉専門学校は来年度から学生募集を停止しまし

て、看護につきましては看護福祉学部に合併・吸

収。それから介護福祉学科については臨床福祉

学科の中の 1 コースとして存続。そして言語聴覚

については学科昇格という形に、変更を加えてい

く予定です。ですから、それに伴って看護福祉学

部の臨床心理専攻、こちらも発展的に解消するこ

とになっています。

あと、医療大学の研究・教育の特徴としまして

は、やはり北海道にあるということで、北海道の地

域性を視野に入れた医療ということを考えておりま

す。たとえば薬学部ですと、今年度からですが、

地域特別選抜という推薦入試の形もとっていま

す。指定された地域からの枠をつくっていて、そこ

から推薦された方に受験していただくという形で

す。それから歯学部につきましては、これは臨床

の部分にもなるんですけれども、在宅介護を受け

ている高齢者の方に、どういうふうに歯科医療を

受けていただけるかということを考えて、在宅訪問

歯科診療というのを始めています。それから、噛

むことと痴呆に関係があるということもあるので、今

研究分野でもそういうことが進められていて、看護

の分野と歯学の分野の連携・協同が行われており

ます。それから看護につきましては、看護自体の

資質向上というのが言われていること、それから地

域の部分。これは看護大学全般に関していえるん

ですが、保健婦の資格を取れることになっていま

す。保健婦というのは地域に根ざした看護というこ

となので、その視点がどうしても欠かせません。福

祉はどうしても地域がなければ成り立たないもの

なので、特に福祉につきましては、教員が現場に

出てっているという印象を個人的に持っておりま

す。今度の見通しとしましては、先生方の研究分

野の基礎的な研究の発展もそうなんですが、やは

り地域とどういうふうに密着していくかっていうこと

が大きくなると思います。

一応概略的なお話がこれで済んだかなと思っ

ているんですが、何かご質問等ございましたら受

けていきたいと思います。

立地について

光本 どうもありがとうございました。かなり全般的な質

問だったので、ちょっと大変だったかなと思ったん

ですが、ありがとうございました。最初に教員の方

からいくつか質問させてもらいまして、そのあと参

加者の学生に質問してもらいます。

姉崎 NICE 事業で、場所を選んでここ（毎日札幌会
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館）にしたけど、毎日新聞ってカルチャー事業っ

てやってないんですか。

上田 毎日新聞はやっていないようです。

姉崎 ああ、それでバッティングしなかった。

上田 それは考えませんでした（笑）。読売さん、道新

さんはやってますし、朝日さんも朝日カルチャー

センターがあります。毎日さんは、幸か不幸かな

かったですね。

講座数が増えた理由

光本 先ほど見せていただいたグラフで、ここ数年間

は 100 講座程度だったんですが、今年 203 と、グ

ンと倍近くの利用ですよね。どういった理由で突

然あれだけになったんでしょうか。

上田 はい。通常の企画をまず最初は立てていたん

ですが、サテライトキャンパスについての検討に

関して、まず上の方から指示が出てきたのが去年

の 12 月頃の話なんです。その段階で企画は立て

ていて、予算を立てる段階でサテライトがある場合

とない場合と両方立てているんですが、ない場合

を想定した場合は 100 程度で終わっていました。

その段階ではサテライトが実際に GO サインが出

るかどうか分からなかったんです。で、実際に GO

サインが出たのが 6 月。そこでさらに大まかな外

枠を立てていたものを、実際に 9 月までの段階で

サテライトを使ったものという形で増やしたというこ

とでいきました。ですから、年度当初からここがガ

ラスキでは困るということがありまして、わざわざ、と

いうところが大変大きな理由になっております。

ですから来年度は多分また 100 台に戻ると思

います。戻したいと思っております。

他大学との差異化、学部間の温度差

姉崎 2008 年計画ということだと、まだ何年かあります

よね？

上田 はい、あります。

姉崎 そうすると、中間的な見直しとか、 5 年経ったら

見直しとか、そういう中間総括をして、まだ別な新

しいことをやるとか、そういうのはあるんですか。

上田 はい。一応当初の予定では、 3 年後、このサテ

ライトについて見直す、っていうふうになっていま

す。大きな理由としては、それが適切な投資であ

るのかどうかという確認と、それから、さらに広いも

のが必要になることもあるのではないかと希望的

な観測を持っています。

この企画を立てている段階で、「どうせだったら

ビル一個買おうよ」という話も当初出ていたんです

ね。その部分を抑えるということもありまして、「一

部屋でまず始めましょう」と。「だけど見直します」と

いう方便的な部分もあって、見直しをかけるという

ことは一応決まっております。

姉崎 それから、ユニバーシティ・アイデンティティ

（ UI ）じゃないけど、同種の大学だとか、学部は

違っていても、“医療大らしさ”っていうやつですよ

ね。そういうものは、今お聞きしていると、結構、多

面的なことをやってらっしゃるので、何か重点とい

うか、そういうのは、かなり相当広いことをやってお

られるので、その中でも特に、というものは。

上田 特に、と言うと？

姉崎 たとえば NICE 事業と、同窓会やその共同研

究とかっていうものとは、必ずしも一緒でなかった

り、あるいはアフターケアというか、資格対応の部

分も必ずしも成り立たなくなったり、その辺の構造

みたいなのは。

上田 そうですね。卒業生向けのっていうことは、大学

自体のこれは問題になると思うんですけれど、専

門職は常に勉強していかなくちゃいけないというこ

とで、当初からも今も、卒業生向けに何ができる

か、っていうことはいつも課題になっております。

そのためには最新技術、最新の情報を提供し

ていかなければならないという問題があって、それ

をやらねばならないんですが、つまり、研究現場

にいると臨床現場のことが分かりにくい。なので、

これから多分医療大学が提供できていくものとい

うのは、どうやって地域と連携していけるか、その

中で大学・研究と臨床と結びつけたものをどうやっ

て提供できていくかっていうのが、これからのずっ

と課題であり、重点的に見ていかなければならな

いことになると思います。

どちらかというと、医療大学として何を重点的に

っていうのは、大学をともかく知ってもらうっていう
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のがまず最初のスタート地点でしたので、それが

あると。

姉崎 学部間では多少温度差みたいなのあります

か、サテライトについて。

上田 学部間の温度差はあります。やはり看護福祉

学部が一番活用しています。

ただ、特に歯学部ですと実習機材がないとどう

しようもないっていうのがありますので、歯学部のリ

フレッシュスクールも卒業生向けにやっています

が、サテライトではできませんということで、実習機

材があるところでっていうのと、大学でやるという形

をしています。それから薬学部については「座学

はいいけれどね」っていうのがやはり出ています。

なので、学部間の温度差、サテライトを利用する

温度差というのはあります。

あと、 9 月からここまできて見てると、こちらにい

らっしゃった方といらっしゃったことのない方の間

の温度差が大変大きいです。来たことのない人は

「どうせ札幌市内だよね」っていう言い方で、使うこ

とを発想に入れていないんですが、 1 回でも来た

ことのある方は「あ、使おう」という発想になってい

ます。多分新しいことと場所と、いろいろな機材を

揃えられている、その機材が使い勝手がいいって

いうことがあると思います。

姉崎 どれくらいの方が使っているんですか、スタッフ

で。

上田 どれぐらいというとちょっと難しいんですけれど

も、パッと見ていただいて、これが 9 月から 1 月ま

での予定なんです。で、予定で埋まっている状況

としては、だいたい週に 2 、 3 回は誰かが何らか

の形で使っている。これが昨日までの段階なの

で、これ以外にも入ってくる飛び込みのものがある

という状況です。人数的なものはちょっと把握して

いませんが、延べ人数ではだいたい、週に 3 回ぐ

らいかなとは思っています。利用者の数、単独の

数―同じ方が複数回数使っている、っていうこ

とを考えると、 40 ～ 50 人ぐらいかしらね…。代表

者の数でいくと。

姉崎 それはどのくらいの比率ですか。 3 分の 1 …、

半分ぐらい？

上田 確か 200 何名いると思いましたので、 300 人と

して 6 分の 1 くらい。ただ、 1 人が代表者として申

し込んでいて、それに伴って複数来ている場合も

ありますので、まあ 100 名前後の方は来ているん

じゃないかなっていう気はしますね。

姉崎 学内広報も必要。

上田 そうですね。ただ、学内広報としては口コミの方

が強いと思っています。大勢来られてしまっても、

ちょっと今まだ、これでもてんやわんやというところ

がありますので。あと、卒業生がセミナーを受けて

みて「あ、使える」と思って、同窓生が申し込んで

きているというものも結構増えてきていますので、

どこまでどうなるのかなっていうのがちょっと。

光本 稼働率はだいたい何％ぐらいですか？

上田 週 3 回でもダブルヘッダーとかあるもんで。そう

ですね、今、半分まではいかないですけども、当

初の予定の 40 ％は使っているのかなっていう気

はします。

光本 じゃあだいだい計画の見通し通り。

上田 はい。ただ、思っていた以上に、生涯学習では

ない部分での使われ方の方が多いですね。

薬学部の地域特別選抜

光本 薬学部の地域特別選抜というお話、興味深くう

かいました。その中身、それから、関連して、学生

の出身地域や卒後の就職先などについて少しお

聞かせ願えますか。

上田 全般的な話で申し上げますと、学生の道外道

内比率がおおよそ半分半分です。都道府県別の

状況で言いますと、圧倒的に多いのは北海道で

す。合格者数でいくと、全学部の合計で北海道が

281 です。それから、それ以外に 2 ケタ来ていると

ころは青森県、宮城県、それから福島県、群馬

県、千葉県、東京、それから大阪になります。都

道府県についてはまったく来ていない都道府県

がほぼ 10 弱です。ですから、全国各地から、 1 ケ

タではありますけど、来てくれている状況です。

光本 就職の状況になると。

上田 就職は出身地に戻っていくことが多いですが、

北海道内の就職もいないわけではありません。

光本 道内から来ている学生さんは、だいたい道内に

戻られるわけですか。

上田 そうですね。あと、道外から来ていても北海道
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に就職する学生もいます。ただ、基本的には戻る

学生の方が多くて、就職課としては、 3 年次に言

ってくれれば、道外の地区も就職活動の範囲とし

て、職員側の支援をしていくということができるとい

う体制にはなっています。

光本 それで、薬学の方の特別選抜というのは具体

的にはどんな形になっているのでしょうか。

上田 条件としましては、北海道の次の支庁に所属

する全日制普通科または理数科の高校、というこ

とで、支庁名を言っていきます。檜山、空知、留

萌、宗谷、網走、胆振、日高、十勝、釧路、根室

の 10 支庁を選んでいます。これはなぜ選ばれた

かといいますと、全国 10 万人あたりの薬剤師の数

が全国平均以下の支庁です。

ただ条件がちょっと厳しくて、指定する地域の

高校の卒業見込み者で―つまり現役で、薬学

部を志願している。で、地域貢献しようという強い

意志がある方。そして、化学のⅠ B を習得してい

ること。それから評定平均が化学については 4.0

以上で、評定平均が 3.8 以上。

姉崎 特別選抜は推薦だけで。

上田 小論文を書かせています。定員は 150 名中の

10 名です。

光本 これは今年から。

上田 はい。今年からです。

光本 狙いとしては、やっぱり薬剤師過疎地域に少し

でも貢献したいということだと思うんですけど、そう

すると、やっぱり地元地域に戻ってもらわないと狙

いが果たせないことになると思うんですが。

上田 実際にですね、出願者の中に、出身地域はこ

こなんだけれども、高校だけ札幌に来てるっていう

学生さんがいて、出願資格がないということで却

下されてしまった例があります。

光本 地元に帰る意思があってもだめ。

上田 意思があるのが確認できない、ということだと思

います。なので、すごく厳密にしています。きちん

と戻る意思があるという確認をとっている。

姉崎 それは、戻るっていうことを前提に来るわけだろ

うけど、何かこう利点ってのあるんですか、その学

生に。授業料が安くなるとか。

上田 いや、そういうのはないです

学費と就職

姉崎 学費はどれくらいなんですか。それぞれ学部ご

とに違う。

上田 はい、学部ごとに違いまして、薬学部でいきま

すと、初年度の学納金、入学手続時の入学金も

含めましてですね、 246 万 5 千円。入学金はだ

いたい 60 万です。ですが、やはり理系なので、薬

学部がまず 246 万 5 千円ですね。 2 年次以降は

186 万 5 千円。それから、歯学部は

私大の歯学部の中では安い方で、初年度が

966 万 5 千。 2 年度以降が 406 万 5 千です。看

護学科が、初年度が 201 万 5 千円。 2 年度以降

が 141 万 5 千円です。それから、福祉に関しまし

ては、初年度が 171 万 5 千。 2 年度以降が 111

万 5 千円です。

布上 就職の状況はどうなんですか。

上田 薬学部の場合、 2000 年度の卒業生数は、 127

で、 109 名の進路決定者がおります。この中には

36 名の大学院進学も含まれています。道内 73 、

道外が 36 という実数です。歯学部につきまして

は、 4 月 30 日現在なんですが、研修医が 55 、

大学院進学が 13 、歯科医が 10 という形になって

いますが、これ以外に研修医がいます。

それから、看護福祉学部の看護学科につきまし

ては、 80 名定員ですが、編入を入れて 100 名に

なります。で、去年の場合 91 名の進路が決まって

いて、その中に進学者 8 名が含まれています。道

内 42 、道外 49 です。で、福祉につきましては、

80 名いるうち 73 名が進路決定しています。この

段階で大学院は決まっていませんでした。道内

52 道外 21 です。心理につきましては、 50 名定

員で 45 名の決定がいて、道内 28 道外 17 です。

姉崎 高いですね。

上田 はい。やっぱり資格があるということで強いで

す。ただ、これが 4 月 30 日現在ですけれども、国

家試験の発表が 3 月末までに出揃う状況なの

で、その前に決めて、もしくは決めておいて落ち

たらだめっていう話の場合と、決まってから決める

という場合があるので、これが 5 月くらいまではず

っと動いています。

姉崎 競合関係にある大学はいくつくらいあります
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か。

上田 薬学は、北大と道薬科大、歯学は北大にありま

す。看護は天使大・札医大・日赤北海道看護大、

それから旭川医大です。あと短大とか専門学校も

あります。

当別町との関係

光本 そもそも当別町に大学ができたきっかけは何で

すか。ちょっと古い話なんですけれど。

上田 1974 年、音別町にまず教養部をつくりまして、

当別に薬学部の 3 ・ 4 年生の専門課程を持って

きました。

そのうちに、先生方の行き来、移動も大変という

ことになって、こちらに教養部も 1985 年に統合し

たという状況です。広いキャンパスをつくるために

ということもあったのかな、と思います。

ただ、そのころですと―今ですと学園都市線

1 時間に 1 本必ずありますけれども―それまで

本数がないと思います。医療大学の前にいま駅が

ありますが、その駅も昔はなかったので、当別町

からスクールバスを出していたと聞いています。

布上 車で通う学生が多いと聞いていますが。

上田 上の学年になると、そういう傾向もありますね。

光本 学生は大学の周囲じゃなくて札幌市内から通

っているんですか。

上田 6 ： 4 の割合で当別町に住んでいます。

光本 割と多いですね。

上田 特に薬学部と歯学部と 1 、 2 年次の看護福祉

学部系統は当別町内に住んでいることが多いで

す。道内から来る人は札幌市内に住んでいます

けれど、道外から来る人はまず当別町に住みま

す。で、看護系の実習が始まってくると、札幌市内

に移ります。特に新琴似の周辺。地下鉄と学園都

市線と両方のアクセスが良いところに移り住むこと

が多いというふうに聞いています。実験系がある

ので、薬とか歯になりますとやはり何時になるか分

からないということなので、札幌まで戻ることがなか

なか難しいのが実情です。

リフレッシュスクール

平島 リフレッシュスクールを受けた人の、受けての評

価っていうのは…。

上田 はい。薬剤師リフレッシュスクールについては、

まあだいたいアンケートはいいことしか書いてくれ

ないんですけれども、基本的にはよかったです。

まず去年立ち上げたのが薬剤師のリフレッシュ

スクールでした。まず、今までと違って講師に医療

大学の教員だけでない企画をしました。ですか

ら、札幌市内にいる薬剤師の方々にもコマを持っ

てもらおうと。それから、病院の内科の先生である

とか、外科の先生であるとか、関連する分野の薬

剤師でない方の話も入れたんですね。そうするこ

とによって、自分たちがいつも聞いているのとは違

うこと、あと、聞きたいと思っていたけれども聞けな

かったことが聞けるようになったっていうことが一番

大きかったと、アンケート結果としては出てきてい

ます。今年も 2 回やっています。それも同じような

形で、異業種の方っていうか、同じ系列の異業種

の方と、あと現場の方たちというふうに選んでいっ

て、現場の方たちも病院薬剤師という分類の方

と、開業薬剤師の方たち―いわゆる薬局の方

ですね―関心事がちょっとずつ違うのでその二

つを組み合わせて提供しているという状況なの

で、基本的には皆さんが大変喜んでいる状況で

す。

また、今回、ワークショップではないんですが、

インターネットを使って実際にその場で、今 EBM

― Evidence Based Medicine っていう言い方

で、根拠のある薬物投与であったり医療をしましょ

うということは医療界で随分言われているんです

けれども、それを検索する技術としてインターネッ

トっていうのはとても大きな武器なんですけれど

も、それをやろうと言ったときに、来た人数はちょっ

と減りました

平島 ワークショップっていうのは具体的には。

上田 それも EBM の講演があって、そのあと事例研

究、ケーススタディをやったんです。

平島 ケースワークを。

上田 ええ。ですから先生方が持ってきた事例を各グ

ループに渡して、ある程度の資料は用意しておい
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て、それを話し合いながら、調べながら結論を出

していくということで、いらっしゃった方は最初から

これが企画でやりたかったっていう方の方が多か

ったようです。

地域と大学

相川 北海道医療大は、さっき地域性の話も出てい

たんですけども、「地域」というとき、当別町よりは

北海道という単位で見ているんですか？

上田 そうですね、どちらかというと、北海道という単

位が大きいかと思います。

ただ、当別町もどうしても、やはり視点として忘

れられないので、先ほど言った歯学部の在宅介

護の歯科診療であったりっていうのは当別町と連

携してますし、あと看護の先生方の動きの中で

は、「カスミソウの会」という当別町にある痴呆老人

を抱える家族の方たちの会があって、それに積極

的に関わって、研究現場で分ったことをそこに伝

えていって、そことのやり取りをしている先生もいら

っしゃいます。それから福祉の分野では、社会福

祉協議会と企画をして、先日も当別町内でハープ

の演奏会をしているんですが、そのハープの演奏

者というのが、福祉関係の場でとても有名な公演

をいろいろなところでチャリティーであったりとか、

施設に出て行ってやったりってされてる方だった

ので、そういうところのコーディネーションをしてみ

たり、というような形で当別町と関わっています。

あと、大学としてではないんですけれども、学生

の動きの中で、やはり「 YOSAKOI 」を一生懸命

や って いる学 生たちが 、当別 町内 にある

「 YOSAKOI 」のグループとかかわりを持つ。そこ

から派生して、今度も「センス・オブ・ワンダー」の

映画の上映会とかあるんですけれども、そこに学

生が関わっていく。 4 、 5 年前には、レーナ・マリ

アさんっていう、スウェーデンにいらっしゃる方で

障害を持ってらっしゃる方をお招きするときに、学

生が関わってくるっていうような形の当別町との関

わりっていうのはあります。

光本 結果的に、当別町にとってはなくてはならない

存在になっている。

上田 だと思います。特に、「アパート・マンション組

合」っていうのがあるんですけれども、そこに入っ

ているのはうちの学生がほとんどです。

姉崎 経済効果は相当なものですよね。

上田 ただですね、飲み会とかいうと、たいてい出ち

ゃうんですよね、札幌に。で、買い物っていっても

やっぱり多分土日に札幌に出てしまっているの

で、そういう意味の経済効果はどうかは分かりませ

ん。

布上 教職員はどこに住んでいますか。

上田 職員ではほとんど札幌から通っています。私、

数少ない方なんです。

姉崎 大学院もありますよね。一定時間経てきてるか

ら、自校出身者の方がスタッフに出て、なってきて

いると思いますけれど。

上田 自校出身者スタッフは教員にはいますけど、職

員は１名です。

姉崎 教員はどれぐらい？

上田 助教授クラスに何人かと、助手クラスは多いで

す。講師にもいます。他大学での勤務を経て戻っ

てくるというケースが多いようです。

ボランティア活動の支援

光本 ちょっと話変わりますけど、「飛んでけ！車い

す」の会もこの大学でしたね。

上田 はい。そうです。うちの大学が始めたのではなく

て、それこそ北大の医学部の方が始めたものなん

ですが、理事に私のところの長谷川聡という助教

授が入っておりまして、彼が―先ほど言った福

祉の臨床ゼミっていうのはそれなんですけれども

―事務局の部分を大学の部屋で随分手伝って

いた経緯があって、学生が現場で福祉を国際的

にやっていくにはどういうふうなことができるかって

いうのを臨床的に学んでいるような、クラスではな

いんですけれども、そういう場になっています。

姉崎 それ知らないんだけど。「飛んでけ！車いす」っ

て？

上田 ベトナムが中心なんですけども、アジア諸国に

一応シェアを持っています。車椅子が日本の場合

はですね、まず子どもの車椅子であれば、成長段

階によって形を変えていく。それから、いい車椅

子に乗っていきたくなる。それから、電動に変える
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ので古いものがいらないとかっていう状況があっ

たり、もしくは車椅子を使われていた方が亡くなら

れたりということもあります。で、そういうふうに使わ

れなくなった車椅子を回収、それから修理をして

求めているところに提供しようというのが、一番大

きなコンセプトです。

ただ、そのときにですね、持っていく方法、郵送

費が一番かかるんです、国際的に。で、どうする

かというと、ベトナムに行く人を探して、その人に

持ち込みっていうか無料の範囲で持ってける荷物

のなかに組み込んでもらうという発想で、お願いを

するボランティアを探しているグループです。で、

それを始めたのが多分、平成 10 年前後ぐらいか

と思うんですけれど、 NPO 団体になって、いま全

部で 300 くらい送った…。

光本 ベトナムだけじゃなくて、アジア地域に。

上田 はい。基本的にはアジア地域全部です。

光本 ええ。で、アフガニスタンにもかなり送っていら

っしゃるようで、それで今回の空爆のときに…。

上田 あ、「飛ぶな！車いす」。

光本 はい。あれで僕知ったんですけど、興味を持ち

まして、ちょっとホームページを見たら医療大のホ

ームページがつながってるので、「あれ!?」と思っ

て…。

上田 長谷川先生がインターネットに大変お強い方

で、多分ホームページ関係、全部彼がやってる。

そういう形で先生方が動いている。

それこそ「飛んでけ！車いす」の話ばっかりにな

ってしまいますけど、「飛んでけ！車いす」の事務

局はちょうど１丁先のところに事務所を構えている

んですが、本当に小さな事務室だけの部屋なん

ですね。で、打ち合わせをしたい、そこにメンバー

登録をしているのが 100 人近くいるらしいので、

打ち合わせをするときの場所がないということで、

ここを過去 2 回ほど使われていらっしゃいます。

光本 ああ、ここも。

上田 そのときに使うにあたって、まず一番最初に言

われたのが「車椅子入るよね？」っていう確認で、

車椅子を全部の部屋に入れてみて「使える」という

ことと、トイレの確認もして「使える」という確認をし

ています。

サテライトの利用資格、施設

上田 もう一つ言い忘れがあったかもしれません。今、

ここを使用できる代表者が教職員、同窓会、後援

会っていうふうに話したんですが、学生が入って

いないんです。何かあったときに学生に責任を負

わせることができないという言い方もできますけれ

ど。現状では、ともかく教職員に関わってもらおう

という考え方です。

今後は、例えば同窓会の関係というか卒業生た

ちが何かをしたいときに、同窓会の会員になって

いる者がいればいいんですけれども、それがいな

い場合、もしくは大学院生が何かをしたいとき、同

窓会員になっている場合はいいのですが、そうで

ない者というところで、これからちょっと使い方をも

うちょっと考えていかなくちゃいけないかなという

ふうに思っています。

光本 当別の方との、何かこう、 IT を使ったものです

とか、そういった計画なんかは。

上田 当初はテレビ会議システムを入れるという話は

入っていました。

光本 今のところ…。

上田 一つには経費の問題があります。それから、も

う一つには、テレビ会議システムを入れるほどの

内容のことを今ここでやるんだろうかっていうもの

があったので、見直し時期にもう一度見直しをか

けていくと思うんですけど。ただ、とりあえずです

ね、学内の LAN の整備が整った状況なので、リ

モートアクセスシステム、今なっていますけれど

も、ここの LAN もすべてうちのサーバーにつなが

っています。この間やったところで、 5 台までは接

続できた状況です。

姉崎 サテライトをやってみて、まだ結論なんて早くは

出ないと思いますけど、やっぱりつくってよかっ

た、というのがだいたいの反応でしょうか。

上田 そうですね。少なくともまだ「あんなものつくって

…」というご意見はいただいておりません。どちら

かというと、どうやって活用しようかと考えてくださ

っている方が多いような気がしています。

やはり、当初これを立てるにあたって、財政の

見直しは始まっていましたので、「それをしてなぜ

こんなものをつくる？」という意見はあったんです。



- 133 -

（５）北海道医療大学

で、それよりももっと前に、たとえば「学生のための

ものが必要ではないか」「当別町の中で必要では

ないか」という話もあったんですが、今これができ

てみて、実際に使ってみて、使い勝手がいいとい

う判断が大変高いので、そういう批判的なことは全

然耳に届いていない状況です。

大学間連携の条件

谷 他の大学とかとの連携は結構難しい問題も、と

いうお話だったと思うんですが、他の大学とは何

か…難しいっていうのは、やりたくないとかやりた

いとか、あるんですか。

上田 大学との連携でできる可能性があるものという

のは、多分単位互換なんだと思うんですが、単位

互換については視野としては入っています。教員

サイドに。ただ、それの実務まで残念ながらなって

ないので…。

これはちょっとサテライトの話とずれてしまいま

すけれども、単位互換の一番の問題点が、お互

いにプライドを持って、お互いが同格であると認め

るかどうかの部分で、単位互換という形での教育

はできていない。もし単位互換ができれば、ここで

講義をして、それこそ北大の方が来るとか、たとえ

ばできると思うんですね。ですが、それが今現状

ではできていない。

それから、北海道薬科大学さんとじゃあ薬学部

で何か協力できないかっていうふうになったとして

も…。先生方個人レベルではあります。例えば、

先ほどの財団法人の日本薬剤師研修センター

も、それと連携しているのが日本薬剤師会、薬学

会という学会なんですが、そこの薬学会の道支部

長は今、北海道薬科大学の方なんですけども、そ

の方とうちの教員とは連携は良くて、北海道薬剤

師研修センターの方がここを使うことについて、一

緒に見にいらっしゃって「あ、いいことですね」って

いう。ちょっと離れた部分では協力をしているんで

すけれども、「じゃあ企画をいっしょにやってみま

しょうか」ということにはなかなかならない。

だから、京都とかで大学間コンソーシアムとかあ

りますけど、兵庫もいろいろやってますけれども、

あそこのような形をするためには、どこか強力なコ

ーディネーターとつなぎになるところが必要です。

そういう意味では、話飛んじゃいますけれど、「道

民カレッジ」っていうのが今年できていますよね。

北海道の教育委員会が企画をして、北海道内で

各大学であったり、教育委員会であったりを巻き

込んで、企画を提供して、包括して、道民に提供

しているっていう形のものだと思うんですけれど、

こういうものがうまく機能すればいいなと思いま

す。

社会人、留学生への開放

孫 社会人に対して大学開放政策とか、留学生選

抜をするとか、そういうことは。

上田 社会人については、社会人特別選抜枠という

のは設けています。それは、大学院に関して言い

ますと、薬学研究科と看護福祉研究科では社会

人の枠があります。その枠でお受けになっている

方もいるんですが、ただ残念ながら夜間だったり

土曜日のものが少ないので、まだ、いらっしゃって

いる方、そんなに多くない状況です。

あと、看護福祉学研究科の看護学専攻につい

ては、大学を卒業していなくても入れる枠というの

を設けています。看護婦さんで臨床経験があっ

て、だから専門学校卒業でも入れるという道はつ

くっています。ただ、薬学研究科もそうなんです

が、専門の研究をするために来ていただくという

前提ですから、前提としてその基礎能力がある、

その課程の学士を持ってらっしゃる、もしくは理科

系の分野を卒業されているというのが大前提にな

っています。

あと留学生については、医療大学としては「留

学生が増えたらありがたいな」って思ってはいるん

ですけれども、現状として、国家資格を持ってい

ないと臨床の現場に出られません。で、国家資格

をとるためには学部を出てなければならない。で、

学部に入るためには、日本語の試験しか設けて

いない状況ですので、留学生が学部では全然い

ない状況です。大学院では提携校から６カ月の単

位で、今現段階ではお二人いらっしゃいますけれ

ども、これは薬学研究科と歯学研究科です。この

2 人については、大学の中での基礎的な研究をし
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ています。

孫 日本では医療をすることできないですものね。

上田 そうですね。だからインターネットを通じてだと

か、郵送を通じて、年 20 件くらい大学の資料請

求は来ますけれども、こちらがまず書くのは「資料

請求を日本語の様式で書いて送り返してくださ

い。そしたら送ります」っていうことと、それから「う

ちの大学では、奨学金を特に設けていないので、

外部奨学金にあたってから応募してください」とい

う形ですので、 1 回それを送るともう返事が返って

こない状況です。

孫 授業料もネックですね。

事業の予測、行政の意見

白取 サテライトをする前は、当別の本校で行ったりと

か、また札幌の別会場を借りたりとかされてたと思

うんですけれども、それに対して浮いた時間です

とか、会場借りれば会場費かかりますから、そうい

うものに対しての経費が削減されたという調査をさ

れたんですか。

上田 まだ調査まではいっていません。最初の設定を

したときに会場費が浮くだろうということを前提とし

て挙げました。だいたい公開講座関係で 1 カ所あ

たり 18 万円、会場費をみていましたし、あと、“か

でる”であったり、“ちえりあ”を借りたとしても、 1

回あたりやっぱり 2 万ぐらいかかっている状況でし

たので、その部分は浮くという計算でおりました。

時間的な浮くっていう部分は、あまり考えてはい

なかったんですけれども、どちらかというと機材を

運ばなくていいというのが事務方にしてはとても楽

な部分ですね。最初に私これお伝えするの忘れ

てたんですが、今ここにあるのが、それこそ PC プ

ロジェクタ 2 台あります。設置型と稼動型と。それ

からスライドは合計 2 台あります。ビデオもありま

すし、 OHC 、 OHP 、あとパソコンも 3 台常設であ

りますので、それを今までは必要なときにそれごと

に持っていかなくちゃいけない。持ってくっていう

ことは大学から持ってくわけですから。今年度の

前半―サテライトがない段階では、アルバイトさん

にお願いをしていたんですけれども、司会・受付

を。その方たちが取りに来ることができないので、

結局事務職も行って置いてくる、とりに来る、でも

司会はやらなくていいよっていう無駄な労力が発

生していた。その部分の軽減っていうのはすごく

大きくあります。

白取 この事業を始めるにあたって、当別から離れる

わけですけれども、行政の方で当別町から何かご

意見とかそういうものはありましたか。

上田 当別町からは特になかったですね。当別に相

談をして行ったわけではないっていうのが大きな

理由としてあります。で、サテライトキャンパスを開

いたということは、教育委員会などに通知はしまし

たけれども、逆に今までも札幌市内等でやってい

たものが大変多くあったということがあったので、

特にそれ以上の感想はなかったように思います。

少子化と大学の将来

孫 日本の社会の中では、いま子どもの数が少なく

なってるし、学生の減少とか、どうですかね？ あ

ともう一つは、今国立大学を統合して…、これから

は私立大学も問題になると思うんですけど、そうい

った問題については話題になりますか。

上田 まず、少子化の部分については、自然減、本

当に全体数が減ってるという部分の自然減はあり

ます。自然に減っているという。ただ、たとえば大

学さんによっては F ランクがつくとか。要するに定

員まで人が集まらなくて「皆入れるよ」っていった

大学が最近出てますよね。文系では特に。それは

全然ないです。それについては、しばらくの間は

心配はしていません。ただ、つねに何かを打って

いかないと、何かを仕掛けていかないと、ただ待っ

ているだけでは減ってくだろうという心配はしてい

ます。

あともう一つ、今の不況の影響が大変大きいん

だと思うんですが、資格を持つ、国家資格を持つ

ということを大変強く学生さんたちが思っていま

す。ですから薬剤師、歯科医師、看護婦、看護

士、それから社会福祉士、それから臨床心理士で

すね、この分野に関しては、あと言語聴覚士も出

てきますけども、皆さんとても強く関心を持ってい

る。臨床心理士については、国家資格ではない

んですけれども、社会的な不安の部分もあるんだ
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と思います。心に対しての関心がとても高いので、

今札幌市内でも心理をやる大学が増えています

が、それと呼応して全体的に減るというよりは、ど

ちらかというと受験生が全部足すと増えている状

況だと思います。あと…。

姉崎 今後。

上田 あ、今後ですね。

姉崎 それと統廃合。

一同 （笑）

姉崎 ありえないですね？さっきのあいの里の方どう

するかっていうのはありますね。

上田 あいの里の高度化というのがありますね。

過疎地域との連携

上田(敦) 特別選抜で、過疎地域の薬剤師会とかで、

北海道全体でのサテライトキャンパスとかっていう

構想はあるんですか？過疎地域との連携というこ

とで。

上田(理) ここに話題として出てこなかったもので、卒

業生向けのセミナーがありまして、それは支部が

主催でやっているものです。薬学部と歯学部が企

画してるんですが、薬学部の場合 10 カ所、それ

から歯学部の場合が今年 6 カ所やっています。

例えば薬学部の場合、今年行ったのが、札幌でも

行ってますけれども、帯広、宇都宮、青森、富山、

水戸、釧路、沖縄、函館、滝川という形でやって

おります。ここの会場には、本学の卒業生、それ

からそこの地域の薬剤師会を通じて一般の方にも

公開をして、そういうのをしているんですね。

やることに対しては大変皆さん好意的なんです

けれども、ただ残念ながら人が 50 人集まるところ

が大変少ない。そういう状況の中で、サテライトキ

ャンパスを恒常的につくるのは多分難しいと思い

ます。ですから出前出張のような形でやっていくこ

とになると思います。

歯学部はどちらかというと全国から来ているとい

うことが多いので、道内では小樽、それから秋田、

沖縄、東京、熊本、新潟という形でやっているん

ですが、こちらもやはり 50 名集まるものが少ない

ので…。ただ、たとえば秋田でやりますと青森、そ

れから宮城の方からも人が来るというふうに聞いて

います。なので、こういう形での出前の生涯学習

の提供という形でしばらくは続けていくと思いま

す。

あと、よく地方自治体から聞かれるんですが、

「どことでも共催してくれるんですか？地域連携セ

ミナーできますか？」ってお話をいただくんですけ

ども、お話があれば前向きに検討していきたいと

思うんですが、今年のように砂川からお話があっ

た…というようなことがなければ、こちらからは広報

活動して開拓をしてくところまではいっておりませ

ん。お話があった場合は、そのときにはいろいろ

な交渉事として、「じゃあ講師の講師料はどうす

る」とか「交通費どうする」という話も当然含まれて

きますけれども、そういうことをした上でやっていき

たいと思っております。

姉崎 コラボレーションの問題で、ブランチ方式という

か、ネットワークを北海道の中で、医療はプロフェ

ッションが実際のものをやるから、そういうクリニック

的なものは大学がもう少し自治体と連携して何か

やるとか、そういう発想は委員会レベルなどではま

だ…。

上田 委員会レベルではまだないですね。

ただ、コラボレーションになるかどうか分かりませ

んけれども、奥尻で地震があったときですとか、こ

の間の、洞爺での地震ですね。ああいうときには、

派遣をしております。奥尻のときは、津波で入れ

歯をなくし―就寝時間だったので入れ歯をは

ずして寝てた高齢者が多くて―で、入れ歯をつ

くってほしいという要請があって、急きょ遽資材を

もって、先生方が入って入れ歯をつくった、という

こともありますし、あと、洞爺のあそこの場合は…。

姉崎 有珠山。

上田 有珠山の場合は、各避難所のところにまわって

歯科診療を。つまり継続的に行っていたのができ

なくなってしまった方もいらっしゃいますし、まあ逃

げてくるときに入れ歯をなくすということはなかった

とは思いますけれども、あそこで寝ていることによ

って、かえって不調によって歯の具合が悪くなっ

た方というのがいましたので、そういう方たちの無

料診療をやっていたりしています。また、歯科では

ないんですけれども、心理の部分での、臨床心理

士の資格をもっている方と、あと学生たちがボラン



- 136 -

第２章 資料編

２－１ 大学調査のヒアリング記録

ティアでっていう形でも行っておりますので、そう

いう形ではやっているんですけれども。だから、恒

常的ではない。

光本 話が飛んで申し訳ありませんけど、音別にかつ

てあったけれども、今はもうまったくないんです

か。

上田 はい。完全に撤収いたしました。

光本 そうですか。もう何も残ってないんですか？

上田 建物は残っていて、音別町の方で何か有効利

用されているということは聞いたことがあります。実

はですね、寮もあったんです。駅までそれこそ車

で 2 、 30 分かかるような場所にあったらしく、寮を

つくって全寮制にして教養学部の期間だけ入れ

る、ということで、大学の校舎と寮と、すべて完備し

ていた状況なので、その施設は今有効利用され

ているというふうに聞いています。

光本 じゃあもう福利厚生施設的なこととかそういうこ

とも。

上田 学生の福利厚生は、茨戸にある教育研修セン

ター以外持ってないです。

光本 どうもお忙しいところをありがとうございました。

やっぱり来てみると全然印象が違いますね。

上田 そうですか。多分ここは来てみていただく方が

良い場所だと思います。

以上


